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報　告

第 34回研究大会 ワ ー クシ ョ ッ プ

　災害時の 医療 ・ 福祉現場にお ける方言の 問題 と支援

一東 日本大震災か ら学ぶ減災の ための 方言支援ツ
ール ー

　　　　　　企画責任者 ：今村か ほ る （弘前学院大学文学部）・

　　　　　　　　司会 ：友 定 賢 治 （県立広島大学名誉教授）

発表者 日高貢一郎 （大分大学名誉教授）・岩 城 裕 之 （高知大学教育学部）・

　　　　　　　　　　 武 田 　 拓 （仙台高等専門学校）

　　　　　　　　　　　Workshop 　in　the　34th　Congress

Problems　and 　SuPports　on 　Dialect　in　the　Medical　and 　Welfare　Field

　　　　　　　　　　　　at 　the　Time 　of 　the　Disaster：

　　　The 　Dialect　Support　Tool　for　Reducing　Disaster
，
　Learned

　　　　　　　　 from　the　Great　East　Japan　Earthquake

　　 Kahoru 　IMAMuRA （Faculty　of　Liberal　Arts，　Hirosaki　Gakuin　University），

Ke 皿ji　ToMosADA （A　Professor　Emeritus　of　Prefectural　University　of　Hiroshima），

　　　　　Hiroyuki　IwAKI （Faculty　of 　Education，　Kochi　University），

Taku 　TAKEDA （National　Institute　of　Technology，　Sendai　College　Liberal　Arts），

　　　　 Koichiro　HII〕AKA （A 　Professor　Emeritus　of　Oita　University）

1． 趣 旨 ・目的

　未曾有の 大災害 とな っ た東 日本大震災で は
， その

被災地域の広さ，被災者数の 多 さなどの 事情か ら全

国各地か ら医療 ・福祉 ・行政な どの 支援が行われ
L｝
，

ボ ラ ン テ ィ ア活動 も全 国規模で 実施 され て い る．そ

の た め，被災地域の 文化 ・方言 と支援者の文化 ・方

言 との 間で ，
い わゆる 「文化摩擦」 や 関西 弁の支援

者へ の違和感や距離感がある とい うよ うな 「方言摩

擦 」 が起 こ っ て い る．

　当該地域は ，
い わゆ る

「ズーズ ー弁 」 に代表 され

るよ うな共通語 とは か な り異なる特徴 を有す る東北

方言使用地域が 中心 で ある． また，明治以来の 方

言矯正，標準語化推進の 影響を強く受 けた 地域で ，

「方言 コ ン プ レ ッ ク ス 」 と呼ばれ る 自ら の 方言 へ の

屈折 した 意識が み られ，さ らに， コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

ン の特徴が西 日本な ど とは異な る こ とか ら生 じた問

題もあ る．

　  被災地で 方言に 関する どの よ うな問題が起 こ っ

た の か ，また，  今後予想 され る大規模災害 に備 え，

減災の た め に 方言研究者 に求め られて い る，現在開

発中の
「方言支援 ツ

ール 」 を社会イ ン フ ラ とするた

め に は ど うい う工 夫が必要か な ど
， 医療 ・看護 ・福

祉 ・方言研究の 立場か ら考え る．

2．　 こ れ ま で の方言研究 と医療 との 関係

　地域社会の 暮 らしの こ とば として不 可欠な 「方

言」 は ， 実は保健 ・医療
・看護

・介護
・
福祉 などの
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分野 に お い て も非常に 重要な役割を果た して い る．

典型的な場面 として 医療の 場合 を考 える と，病気や

ケガ な ど心身に問題を抱え た患者は ，その 苦痛や痛

み の 原因を探 り，早 く取 り除い て 元の 健康 な状態に

して ほ し い と願 っ て病院を訪れ る．そ の 際 患者 は

医療者に 自分の不調や痛み の状況 を詳 し く訴え伝 え

ようとするが
， 共通語 だけ で は うま く表現 で きな い

感覚 ・感情な ども少な くな い ．そ うい う場合には 自

ず と自分の 使 い 慣れ た こ と ぼ ＝方言に 傾い て い く．

患者 の ほ うで は それに よっ て 存分 に思 い を表現で き

た と考えて も， それ を受け止 め る医療者側は それ を

正確 ・詳細 に理解 で きな い と い うデ ィ ス コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ ョ ン が 往々 に して 起 こ りうる．

　 例 えば， 「お腹痛 くあ りませ んか ？」 の ような否

定疑問文に 関する答え方は，日本語 （共通語） と英

語で は 逆 に な る こ とは 有名で あ る．方言に お い て も

「は い
， 痛い で す．」 の よ うに肯定の形 式を用 い る方

言 と
「
い い え，痛 い で す．」 の よ うに否定の 形 式 を

用 い る方言が ある．そ の た め，
「
は い 」 と

「
い い え 」

が
「痛 い 」 を意味す る の か，

「
痛 くな い 」 を意 味す

る の か
，

さ ら に は実質的な意味を持た な い 「あ あ 」

とか 「ええ」 とい っ た応答詞なの か も含め ， 判別が

つ きに くい．それは ，英語教育を受 けた世代 に お い

て は
， 語形選択に おい て ， さらに深刻 な迷 い とな っ

て い る こ とが今 村（2011），岩城 ・今村 ・工 藤 （2012｝

で 明 らか に な っ て い る．

　現場で そ う い う体験を もつ 医療関係者の 中には，

真の 患者理解の ために と ， 方言集を作 っ て活用 して

い る例が （特 に平成 に な っ て 以降）全国各地で 見 ら

れ る （日高（2002）参照）．

　 2005年か ら本研究 グル ープの メ ン バ ー
が医療 ・看

護 ・福祉等の分野での
「方言」 の問題や課題の明確

化 に 取 り組 ん で きた．東 日本大震災以 降 ， 研究を災

害対 応 ・減 災 に 焦点化し，2013年の 日本方言研 究会

で 災害 と医療分野 を中心 と した研究発表を行 っ た．

友定 （2014）は ， こ れ ら の 問題 を め ぐる歩み や研究の

流れ を概観し，課題や目標をま とめ て い る．2014年

3 月 に は ， 発表者 らの 研 究グル
ープの HP を開設 し，

研究の 歩みや方言教育教材 ・方言支援ッ
ール などを

公 開 した （詳細は http：／／hougen−i．com ／参照）．

3．　 災害現場 と方言

　 発表者 らは被災地 の 医療や福祉の 現場の 実態 とコ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に つ い て ， 3種の 調査を実施 して

い る．  2011年 か ら継続 して い る面接調査 ，   全

体把握の た め の 2013年 2月の イ ン タ
ー

ネ ッ ト調査 会

社に委託 した web ア ン ケ
ー

ト調査 ，  2013年 7月〜

2014年 6月実施の被災地 （宮城県内）の 医療 ・福祉

関係者を対象と した 面接調査で ある． こ れ らの 調査

結果か ら，災害派遣に応 じた支援者 と，支援を受 け

入れ た被災地 の 医療関係者 ・福祉関係者，お よび被

災地 住民 との 問 の 方 言 を 中心 とした コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に つ い て ， そ の 実態 と問題点 を報告す る．

3．1　 医療関係者 へ の ア ン ケー
ト調査

3，LI　 web 調査の 概要

　 全国各地か ら被災地 へ 派遣 さ れ た 医療関係者 と被

災者の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン をめ ぐる問題点に つ い て

実態把握す る た め イ ン タ
ー

ネ ッ ト調査 会社 に 委託

し，2013年 2月に web 上で ア ン ケ
ー

ト調査 を実施 し

た．調査 対象は 2011年 3月か ら2012年 12月に被災

地 に 派 遣 され た 医療関係者で
， 医師124名 ， 医師以

外 の 医療関係者 184名 （以下 ，

「医師以外」 と表記）

か ら回答を得た．こ こ で は そ の 結果を述 べ る。なお ，

結果 の
一部 に つ い て は

， 今村 ほ か （2013a，2013b）

で すで に報告 して い る，

　（1） 回答者の 属性

　医師は 男性 が 多 く，30・40歳 代 が大 半，医師以

外 は女性が 多 く， 20・30歳代 が大 半 を占め る．出

身地 は全 国 に わ た っ て い る．医師 124人 の 内訳 は
，

内科医が 約 60人 ， 外科医が約 30人な どで あ る．医

師以外 184人 の 内訳 は
， 看 護師が 40人，薬剤 師が

32人 ， 介護福祉士 20人，社会福祉士 18人な どで あ

る．医師 ・医師以外 ともに，大多数が被災者 と直接

接す る業務に あた っ た との こ とで あ る．

　（2） 派遣先 と派遣回数

　派遣先 として は ， 医師 ， 医師以 外 ともに
， 多 い 順

に宮城 ・岩手 ・福島で ある，派遣回数は 1回が多い．

3．L2　調査結果の 概要

　（1） 被災者 との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン をす る際に，

　　　特徴的に 感じた こ とは あるか （表 1）．
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表 1 被災者 との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンで 特徴的 に感 じた こ と （単位 ： ％）

　　　　　　　　　　　　　　　　話 が 短 く，
　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 補足 して 質　　 　　　 口 数が少な
　　　　　　　　　　 発音が よ く
　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 間 しなけれ　　　　　 く， あまり
複数回答　　 　　　 　　 　　 　 聞 き取れ な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ば 内容 が よ　 　 　 　 　 話 した が ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か っ た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くわ か らな　 　 　 　 　 な か っ た

　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 か っ た

端的な質問

や 訴 え が 多

か っ た

意味の わか

らな い 言 い

　　　　　　 そ の 他
回 しや 単語

が多か っ た

特に 特徴 は

感 じ な か っ 　 わ か らな い

た

医師

医師以 外

2923

．9

9．718

．5

372　

1

6．521

．7

27り

Q8 9．714

．7
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．5

4823

表2 被災者の 話す こ と ば ・方言がわからない こ とがあ っ たか （単位 ： ％ ）
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　  　被災者 の 話 す こ とば ・方言が わ か らな い こ

　　　 とが あ っ たか （表 2）／ どん な分野 の もの が

　　　わか らなか っ たか （表3）／ どう対処 した か ．

　具体的に 何がわか らなか っ た か，とい う設問へ の

回答 は
，

「発音 が 聞 き取れ なか っ た 」 が 医師で は

51．5％ ， 医師以外で は 54．4％，
「
単語の 意味が わ か ら

なか っ た 」 が 医師で は 72．7％ ， 医師以外で は 77．2％

で あ っ た．

　（3） 災害現場で ， 方言に つ い て理解す る こ とは有

　　　益 か （表 4）／ どん な分野の もの の 理解が 必

　　　要か （表 5）．

　（4） 災害支援 の 際の ， 身体語彙に関す る方 言語形

　　　の ポス ターや ， 方言の手引き とい っ た方言支

　　　援 ツ ール は 有益か （表 6 ・表 7， 図 1・図 2）．

　こ れ らを実際に使用す るの は 医師 と看護師が大半

で ある と予想 され る こ とか ら， 集計対象を両者に 限

定 した．医師 ・看護師 ともに， 「有益で ある」
「まあ

有益で あ る」 とす る回答 が約 7割で あ る こ とか ら，

後述す るように ニ
ーズ はある と判断で き よ う，

3．2　 被災地の 医療関係者調 査

　支援者 を受け入れた側で ， 方言の 問題 は どう把握

され対処 され て い た の か に つ い て 探 る た め，東 日本

大震災の被災地の石巻赤十字病院にお い て，方言 を

理解す る こ とや支援ッ
ール が 果た す役割は どんな こ

とな の か 尋ね た．

医師 ：支援ッ ール が あれ ば，早 く的確 に 対処 で き

　 る．今後の 災害 に 向けて何を準備 した らい い か と

　い うと，こ とば の こ ともあ る．

看護師 ： 身体部位 な どは，痛 い 場所 をさすっ た りし

　て ， 直接 ， 指 し示 す こ との で きな い 時に役 に 立 っ ．

　具合の 悪 さ の 程度な ど も理解の た め に必要．「方

　言早わか り表 」 と して ツ
ール が ある とい い ，

薬剤師 ：症状 な どが 理 解で き るだ けで な く， 支援

　 ツ
ー

ル をき っ か けに して コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 有

　益．

ゼ ネ ラ ル マ ネ
ー

ジ ャ
ー

：方言の 理解 （身体語彙 ・感

　覚 ・感情 ・症状な ど）は，日常の診察で も重要で

　ある の で ， 他地域か らの 救護チ
ーム に対 して被災

　地 の 方言の 対照表 を記 した ポケ ッ ト版カー ドな ど

　 は とて も有効，
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表 3　 ど ん な 分 野 の もの が わ か らなか っ たか （単位　 ％ ）

複数回答 n

身体 の

部位の

名称

病名 に 　症状 に 　感覚 に　感情 に 　動作 に

関する　関する　関する　関す る　関す る

こ とは『　こ と｝ま　こ と 1ま　こ と ｝ボ　こ と畳ボ

は い
・

い い え　全般的

な ど応　 に 聞 き
　　　　　　　 そ の他
答 に 関　取りに

す る こ　 くい

とば

医師

医師以 外

　看護師

　保健師

　薬剤師

　医療事務関運

　理 学療法士

　作業療法士

　臨床検査技師

　診療放射線技師

　栄 養士 ／管理 栄 養士

　介 護 福 祉 士

　社会福祉 士

　ケ アマ ネ
ージ ャ

ー
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σ

だ
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1

り自
だ
U4

　

13

　

　

つ

0

　

3

61509300303000111

　

　

00

　

　

3
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7
擔

U4

　

　

223

21508230000000　

11

　

19

ρ

り

D

　

　

2

45．94238

，510063

．633

．333

．3

　 033

．34033

．333
．328

．675

16．239

ユ

38．510027

，3222

　0

　033
．34033

，366

．742975

18．930

．415

．410027

．322

。233

．3

　 0100

　 0

　 055

，642

．925

　 5．423

．2

　 7．7
　 036

．422

．233

．310066

，7

　 0

　 033

．328
．6

　 0

　

4

　

　

　

　

1

01000100000000　

　

　

　

　

1

24．32938

．510027

．333

．366

．7

　 0

　 02033

．333
．314

．3

　 0

720000000000000

表 4　災害現場 で，方言 に つ い て 理解す る こ と は 有益か （単位　％ ）

有益 で あ る　 まあ有益 で あ る　どち ら と もい え な い 　あ ま り有益で ない 　 有益で な い 　　わか ら ない

医師

医師以外

Qり

47ρ

09

」

9
」

43．541

．3

13．720

ユ

1．61
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4
匚

」

20 800

表 5　有益な理由 （単位　％〉

複数回答
症状や訴えが より

理 解 で き る

被災者 との 距離 が

近 くな る

ラポール ・信頼関係

の 形成 に 役立 っ
そ の他

医師

医師以外

90Q

り

匚
」

167

67．376

．2

38，645
．5

　

700

表 6　身体語彙図ポ ス タ
ー

は有益か （単位 ： ％）

有益 で ある
ま あ有益　　 ど ちら と も　あま り有益

で ある　　 　 い えな い 　　 で な い
有益で ない 　 わ か ら な い

医師

看護師

40241 Qげ
匚

」

り

07
り

D3 41ユ

35

16．115 2
匚
U32

』エ

O

　

l

610

表 7　方言 の 手引きは有益か （単位 ： ％）

n 有益で ある
ま あ有益 で 　どち ら と も　あ まり有益

ある　　　　い えない 　　で ない
有益 で な い 　 わ か らない

医師

看護師

40241 だ
Q

匚

」

だ
U223 β

り

δ

54

晶

3

49012 8547 　

542

だ
U512
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　 　 　　 　 　 　図 1　方言身体語彙図例

　 こ の よ うに ，方言支援 ツ ール は 医師 ・看護師 ・薬

剤師それ ぞれ の 立場か ら必要 とされて い るこ とが確

認で きた ．

3．3　 被災地 を中心 と した福祉現場調査

　災 害 時 の 福 祉 現 場 は
， 医療 分 野 が DMAT や

JMAT と い っ た 医療 チーム を組織 し， その 派遣 に

お い て も広域災害 ・救急医療情報シ ス テ ム に代表 さ

れ る災害派遣の 体制 を組織化 して い るの に対 し，ま

だ系統化 ・組織化 され た状況 に は ない．

　厚生 労働省の 「災害医療等の あ り方に 関する検討

会 」 の構成員で もあ り， 福祉施設を支援す るため の

仕組み として 広域支援に よる体制作 りを推奨 して い

る災害福祉 広域支援 ネ ッ トワ ーク 「サ ン ダーバ ー

ド」 の 理事で もある こ ぶ し園総合施設長 ：小山剛氏

は
， 支援職員 と地元の 職員との関係に つ い て の講演

の 中で方言の大切 さ に つ い て 触れて い る．「介護は

人の 心を支える仕事だが ， 鹿児島の介護職員が福島

で話 して も方言や文化の違 い が ある」 と指摘．介護

施設内に は被災地以外の職員で も代わ りにで き る仕

事が ある として ， 全国各地か らの 派遣職員が こ れ を
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図 2　方 言 の 手 引 き 例

担 い
， 余裕が 出た地元施設の 職員 は施設外で 支援を

必要 として い る人 へ の ケ ア を行 うべ きだ．」

　こ の 点 に関 し て ，   前述の web 調査を行 っ た他 ，

2013年 9月に   サ ン ダーバ ー ドに よ り被災地支援 に

行 っ た職員 27 名 （宮城県内施設勤務 21名 ・山 口 県

内施設勤務 6名）の ア ンケート調査 と，  サ ン ダー

バ ー ドの広域派遣支援 を受け入れた宮城県仙台市内

の 福祉施設 と気仙沼市内の福祉施設で 面接調査 を実

施 した．

　表 8 ・表 9 は，前述の web ア ン ケ
ー

ト調査 の 結果

で ある．方言がわ か らなか っ た こ とが ある とい う率

が，医療関係者 よ りも高 い こ とが特徴で あ る．

4．　 「方言支援 ッ
ール 」の 開発

4．1　 災害時の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 問題の モ デ ル

　 こ こ まで の 発表者 らの研究か ら，災害現場 で 起 こ

る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 聞題を時期 と職種 に よっ て

整理 す る と，概ね以 下の よ うに描 くこ とが で き る

（図 3）．

　職種を医療 ， 福祉 ， 心 理 の 3種 に分類 した．こ れ

らは何 を主 な対象 とす るか とい う点で ，体，生 活，

心 の よ うに対象が異なる．た だ し，医療 は 「体 」 を

対象 とす るか らとい っ て ，

「生活 」
「心」 の 面倒 をみ

る必要が ない わ けで は な い ．それ は他2種につ い て

も同様で あ る．しか し，こ の よ うに 分類する こ とで ，

どうい っ た コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 上の 問題が 出て くる

の かが わか りやす くなる．また ，本研究の 限界 と特
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表 8 被災者と の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン で 特徴的 に感 じた こ と （単位 ： ％ ）

口 数が 少
　　　 　 発音が よ
な く，あ
　　　 　 く聞 き取
まり話 し
　　　 　 れ なか っ

た が らな
　　　 　 た
か っ た

話が短く，

補足 して

質問しな

ければ内

容が よく

わ か らな

か っ た

　　　　 意味の わ
端 的な質

嬲灘 織 鯵  
らな

　 　　 　 多 か っ た

介 護 福 祉 士 　 　 　 　 　 20

社会福祉 士 　　　　　 18

ケ ア マ ネ
ージ ャ

ー　 　 11

2511

，136

．4

2516

．727

．3

255

．60

2027

．89

．1

lOO9

，1

3011

ユ

9、1

1527

．836

．4

016
．70

表 9 被災者の話す ことば ・方言が わからない こ とがあっ たか

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 （単位 ： ％ ）

あ っ た　 特 に なか っ た

介護福祉 士 　　　 　　20

社会福祉 士 　　　　　 18

ケ ア マ ネ
ージ ャ

ー
　 　 ll

4066
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．4

6033

．363

．6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み ほ 　

噂 覊嚢靉 1 囎
・

鸞
蜀

　　
r 聖 嬲 騨 騨

　
欝

　 言rWfiの聞題の多発　　　　　　　　　 ヒ接 雪支瞬
・G藍錨所

・
仮設生活で の ）要支纈渚 の 蠍 n

選 瀦 翻難 鷺 灘 鬻翫 聖 斈凱 ン
．
．タイ＿ ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日常語彙

ズづて　へ　　　　　　　　　　 　 がた コ ほど　 　に も る 　 　

翼撃 　 　 備 畑 撒 … 脇 驪

　 　 　 　 　 　 　 1ヒ醜 のた晦の、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 旧づぢ、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 声か け怠との コ ミュ ニケ
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　図 3 災害時 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 問題 の モ デ ル

色 も明 らか に な る．

4．2　 「方言支援 ッ
ール 」 の意味と位置づけ

　医療の 場合，あ くまで も患者の命 を救 うこ とが最

も重要な使命で ある。した が っ て
，

こ とばの 問題が

生 じた として も，患者の命 を守る た め に 医療 ス タ ッ

フ は 「必ず何か の 工 夫」 をす る．また，患者 の こ と

ばを理解 しよ うと努め ， また ， 時間 をか ければ方言

の 習得 もで き る．発表者らの 調査に対 し， 「困 っ た 」

「困 らな か っ た 」 とい う正 反対 の 回答が 聞 か れ る 原

因は こ こ にある と考 える．つ まり， 筆者 らの 研究 は

医療の 中心 に 据 え られ るもの で は ない し， 医療関係

者に 「新た な負担」 を求め る もの で もな い ．

　
「方言支援ツ

ー
ル 」 は，医療従事者が 「より早 く，

的確 に命 を救 う」 お手伝 い で あ る．換言すれ ば
， 医

療従事者が最も重要な仕事 に集中で きるた め の 支援

で あ る．

　な お，未解決の 問題 と して ，発災後 1か月以降で

の
， 被災者の 緊張が解 け て きた段 階で の コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン ・ス タイ ル を巡 っ て 生 じ る で あ ろ う問

題 ， 心のケ ア の 傾聴場面で の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・

ス タイ ル の 好み （話 しや す さを どう演出す るか ），

福祉現場で の 生活文化 へ の 理解 をベ ー
ス とした方言

理 解や生 活支援な ど，談話， コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン

，

地域文化研究者 らとの 連携が必要な場面が ある．さ

ら に
， 災害時の 支援体制を どう考えるか とい う， 行

政面か らの 研究 も連携の射程 とな る．

　何 よ りも， 東 日本大震災 を巡 っ て 起 こ っ た様々 な

事例の 把握 もまだ十分 で はな い ．

5．　 「方言支援 ツ
ー

ル」 の 開発

5．1　 論点の 整理

　発表者 らは東 日本大震災以前 よ り， 医療現場 に お

ける方言の 問題 に つ い て研究を進めて きた．そ の 途

中で 起 こ っ た東日本大震災は
， 方言を め ぐっ て起 き

た 「様 々 な問題 」 の解決法 を医療現場 と ともに考 え

る こ との重要性 を知 らしめ る こ ととな っ た．こ こ で

は
， 医療現場 におけ る方言の 問題の 解決法の

一
つ と

し て 取 り組ん で い る 「方言支援 ツ ール 」 に つ い て
，

以 下の 点か ら述 べ る．

　  方言支援 ッール の 必要性

　  方言支援ッール の 条件

　  整備方針 と従来型の研究との 相違
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　こ の 「方言支援 ツ ール 」 は ，あ くま で も 「災害時

に困 らない ため の最低 限の 方言
一

覧表 」 を目指 す．

最 も望ましい の は ，地域 の言語や 文化 を理解 した人

（ネイテ ィ ブが 理 想 だが，災害時 にそれ が 可能か ど

うか は重要 な問題で あ る）に よ る現場 で の 通訳で あ

るこ とは想像に難 くな い し， 東日本大震災 の 現場で

も 「通訳 」 を必要 として い た こ と は
， 述 べ た とお り

で あ る．しか し，被災 した地域に居住する人で あれ

ば，その 人自身が被 災者で もあ り，また，医療者 と

行動 を共 に する こ とは難 しい ．それが得 られな い と

きに どうする の か，とい うの が， 「方言支援ツ
ール 」

を考 え る 際の 基本的な考え方で ある．

5．2　 「方言支援ツ
ー

ル」 の必要 性

　先 の web ア ン ケ
ー

トか ら，

「方言支援 ッ
ール 」 の

必要性に つ い て確認す る．表 2で 示 した ように
，

「方

言 が わ か らなか っ た 」 経験が ある と答 えて い る 医師

は 26．6％ （124人中33人），医師以外で は 42．9％ （184

人 中 79人）で ，予想 よ りは少 な い ．方言の 理解 の

必要性 に つ い て は，表 4 に よれ ば有益 で あ る と い う

回答 が約8割を超え る．したが っ て ， 方言研究者が

方言 の情報を提示する こ とで方言理解 を助ける こ と

は ニ
ーズ として ある と考 えて 良い の で は ない か．

　試 作 した 「方言支援 ツ
ール 」 に つ い て ，形 式の 細

か い 差は ともか く，方言研究者が 医師 ・看護師向け

に提供する俚言 と共通語 を対照 させ た形式の い わば

「方言早見表 」 的な 「支援 ツ ール 」 の ニ
ーズはある．

5，3　 「方言支援 ツ ール 」の 条件と内容

5．3．1 「方言支援ツ
ール 」 で 考えるべ きこ と

　 「方言支援 ツ
ー

ル 」 を開発す る に あた っ て 考慮す

る必要が あ る事項 は以下で ある．

　  対象を どの ように考 える の か

　  どの ようなメ ディ ア で 提供す るか

　  どの ような内容を盛 り込むか

　  災害時の 提供方法 は どうす るか

5．3．2 対象

　先に 示 した ア ン ケ
ートは ， 主に 医師や看護師を対

象に した もの で ある．今 回考察する
「方言支援 ツー

ル 」 は
， 主 に医師や看護師に向けた もの で ある．

　福祉や，発災後 1か 月を超 える よ うな場面で は，

こ こ で 示すよ うな緊急用の簡便な 「
ツ
ール 」 で は対

応 しきれ な い と考 えて い る．

5．3．3　メデ ィ ア の 選択

　 災害時 の 使用 を想定す る と，どの よ うなメデ ィ ア

で提供す るのか が問題 となる．

　必要だ と思 われ る こ とは ，   携帯性に 優れ て い る

こ と，  必要に応 じ て 増刷や修 正が 容易で あ る こ

と，  使用が容易で あ る こ と， で ある．

　そこ で ，基本的には紙べ 一ス の メデ ィ アを考 えた

い ．  折 りた たん で 持ち運びが で き ，   元データを

イ ン ターネ ッ ト上 に 公開 し，個人 で も印刷が で き
，

  重要度の 高 い 情報か ら配列 され ， 必要 に応 じて 書

き込みが で き る，とい っ た特徴が ， 上記 を満たすか

らで あ る．

　医療現場で の 使用 を想定 した 方言集 は，各地で 編

纂 され て きた．しか しその い ずれ もが 冊子の 形を

とっ て い る．多 くの 情報を盛 り込む に は有利 で は あ

るが，災害時，日常の 診察場面を問わず ， 手軽 に使

うに は不便で ある が，地域医療を担う医師 ・看護師

の 研修用 として の 使用 に は 向 い て い る で あろ う．

　 「方言支援ッ
ール 」 は ， あ くまで も緊急時に 知 っ

て お く と便利 な最低限 の と こ ろを 目指す もの で あ

る．

5．3．4　「方言支援 ツ
ール 」の 内容

　先の ア ン ケー トか ら，ニ ーズの 高い 分野を明 らか

に する．表 3 を参照す る．医師とそれ以 外で順位に

異な りは あるもの の ，「症状 」
「感覚」

「感情」 が 上

位に くる ，こ れ らは，外か ら見て す ぐに わか る もの

で は な い ，患者の主観 に 関わ る事項で ，言語が必要

とされ る部分で ある．

　また
， 看護師へ の 聞き取 りに よ る と，搬送 されて

きた患者 に確認す る こ と及びそ の 順序 は，

　応答 （イエ ス か，ノーか）→ 感覚 ・症状 → 程度 ・頻度

で ある と して い る．先の ア ン ケ
ー

ト調査で は 頻度 ・

症状 を 聞 く項 目が な か っ た が
，

こ れ ら の 結 果 や，

Lynn ，　Peter（2006）な どの記述に 参考にすれば，

　「応答」
「症状」

「感覚 」
广感情 」

「程度， 頻度」

を中心 に ま とめ る こ とが現場の ニ ーズに マ ッ チ して

い る．

5．3．5　提供方法

　現場で の使用 は ，まずは印刷物と して 支援者 に配

一 114一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Sociolinguistic Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　 Japanese 　 Assoclatlon 　 of 　 Soclollngulstlc 　 Sclences

今村 ・友定 ・日高 ・岩城 ・武 田 ：第 34回研究大会ワ
ー

クシ ョ ッ プ　災害時の 医療 ・福祉現場 に お け る方言の 聞題 と支援

布す るの が 望ま しい ． しか し，被災地 で 必要とされ

る情報に合 わせ て 随時改 訂を重ねて い く必要性，被

災地域 以外 に データ を置い て お く必 要性を考え る

と，イ ン ターネ ッ ト上 に情報 を公 開す る こ とが有効

で あ る と考え られ る．なお現地 で の 提供 にあた っ て

は，災害対策本部 ・医療従事者 の参集拠点 に置き ，

必要な ス タ ッ フ が それ を持 っ て行 くとい う方法が現

実的 で あ る．東日本大震災で も各地に参集拠点が作

られて い る．課題 とな るの は
， とりわけ大規模 ・広

範囲の 災害にお い て ， 参集拠点の 全体像を どの よう

に把握 し， 参集拠点 まで 「方言支援 ツ
ール 」 をどの

ように運搬す るのか とい うこ とで ある．

　すなわ ち， 支援体制を行政が ど の よ うに組織する

の か とい うこ ととも関係す る問題で ある．方言研究

者，医療関係者 だ けで な く，行政 との 連携が必要に

なる の は
， 特 に こ の 点で ある．

　 また
， 避難所や 救護所 とい っ た場所 で の 診療で

あ っ て も，医師が患者 ・被災者の こ とば （方言）が

聞き取れ な い ・わか らな い とい うこ とは，患者の 不

安に通 じ るの で ， 机 の 上 とか ， 患者 の背中側 の 壁な

ど
， 医師が 確認 しなが ら診療で き るよ うな い わば ボ

ス ター版 の ツ ール も必要で ある．こ れ は ，その まま

避難所や救護所に置か れるの で ，わか らない こ とば

や情報 を， 医療者が入れ替わ っ て も共有で きる とい

う利点が 見込 まれる．

　 こ の よ うに 「方言支援ツ ール 」 は
，

ひ とっ で きれ

ば い い とい うもの で な く，使用者 ・使用場所な どに

合わせ て 提供 して い く必要が あ る．

5．4　 「方言支援 ツ
ール 」 の 最終目標 と 課題

　 「方言支援 ツ
ール 」 は今後予想 され る災害時の 減

災ツ ール と して も，整備が 急が れる．幸い ，日本の

方言研究 に は精密なデータの 蓄積が ある．それ らを

参考に して ，まずは都道府県単位で ，全都道府県で

そ ろ え る こ と，次 に ，で き る部分か ら整 備 して い く

こ とが 重要 だ と考 え る．そ の た め，47都道府県 75

地 点 の 方言 身体 語彙図 を作成 ， イ ン タ
ー

ネ ッ ト

（http：／／hougen −i．com ／）に公開 し た．

　 また ，医療者，行政 との 連携 も絶対条件で ある．

「方言支援 ッ
ー

ル 」 に盛 り込 む 内容は，医療 関係者

との協働で 厳選 して い く こ とにな る．また ，方言 の

情報は ど こ に い けば入 手で きる の か とい うこ とを医

療関係者 に広報 し， 場を提供 し，災害時に 支援 ツ ー

ル を円滑に届 け るた めに は ， 行政 との連携 も必要で

あ る．さ らに
， 方言研究者 の 横 の 連携 も， 地域 に応

じた情報 を盛 り込 もうとすれば，地域文化や地域言

語 の特徴を把握する必要が ある．

　 「方言支援 ツ
ール 」 は，「これがあれば絶対 に うま

くい く」
「改変の 必要の な い 完成形 」 を公表 する わ

けで は ない ，地域 ご とに ア レ ン ジや ， 刻々 と変わ る

被災地 の 状況に即応 して 改変で きる 「ゆ と り」 が 必

要で あ る．そ の た め に，書き込みや更新を前提 とし

て い る．さ らに ，改変 の際 研究者が手が ける部分

以外に
， 様々 な協力者に委ね る部分をわか りや す く

し，多 くの 協力者の協力を得られ る仕組み の 工 夫が

必要で ある．

6．　 ま と め

　発表者た ちが取 り組ん で い る研究に つ い て ，  方

言研究における位置づ けを し，  医療関係者 へ の ア

ン ケ
ー

トに よ り， 研究の 必要性を確認 した．そ して ，

  東日本大震災の被災地で 生 じた 方言に 関する問題

を具体的に述 べ た．これ らを踏まえて ，  災害時の

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に関わる問題 の 全体像 を示 し，

それ に したが っ て
，   「方言支援 ツ

ール 」 の 具体的

内容 を提案 した．

　今後取 り組 ま ね ば な らな い の が 下記の 課題で あ

る。

1．東日本大震災 で 生 じた コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に関

　 わ る問題 の 全般的な把握

　（1） 調査を して きたが，把握 しきれて い ない 俚言

　　　に 関す る問題

　（2） 断片 的に しか把握 で きて い ない
，

コ ミ ュ ニ

　　　ケーシ ョ ン に 関す る問題

　（3） まだ把握 して い な い 「心 の ケ ア 」 に 関す る問

　 　 　題

2， 「福祉 」 か ら 「心理 」
へ と支援 が広が る に した

　 が い
， 方言 の 問題 は 限定的に な る．幅広 い 研究

　 者 との 協力体制 の 構築

3． 福祉 ・「心の ケ ア」 な ど，関係 す る分野 を統轄

　 する行政の 体制づ くり
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　これ らの 点に 関 して ， 社会イ ン フ ラ として の 「方

言支援 ツ
ール 」 とするた め に こ の 先必要な こ と，世

界各国で の例 を比較 し国際的な位置づ けを行 うこ と

の 必要性な ど， さまざまな観点か ら議論 した ．

付　記

　本 ワーク シ ョ ッ プは，科学研究費補助金 （基盤 B ）

「災害対応の た め の 方言活用 シ ス テ ム と方言 ツ
ール

の 開発 」 〈2012 〜 2014）課 題番 号 2432008研 究代 表

者 ：今村か ほ る の成果に よ る．

注

1） 厚生 労働省（2012｝に よれ ば，「DMAT （災害派遣医療

　 チーム ）が 派遣 され，延 べ 約 1，900人 （約 380チーム ）

　 が 現地 入 り し た ほ か ， 医療 チーム の 派遣 は 累計

　 12，400 人 （約 2，700チーム ）」 と され て い る．それ以

　 外 の 医 療 チ ーム は，日 本 医 師会 災 害 医 療 チ ーム

　 σMAT ｝，大学病院，日本赤 十字社，国 立 病院機構，

　　日本病院会，全 日本病院協会，日本歯科医師会，日

　 本薬剤師会，日本看護協会等の 医療 関係団体か ら派

　 遣 され る．そ の 他，看護師は 累計約 2，200人，薬剤師

　 は 累計約 2，20e人，保健 師は 累計約 11，000人 が 派 遣 さ

　 れ た と報告 が あ る．

　　（2013a｝，東 日本大震災災害医療 関係者 を中心 とした

　　方言 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 問題 と効用 日本方言研究
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